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目 片 文 夫
第50回日本動物学会(1979)
6)動脈平滑筋のデリチアゼムに対する弛校効果
目 片 文 夫
邦2回日本動物生理学会(1979)
7)冠状血管平滑筋の屯気的性質




只山 節 ･申村 仲
践岡一雄l)
研 究 概 要
1)蛋白質および酵素の構造,機能.進化に関す
る基礎的研究














































































































































































































































































竹中 晃子 ･竹中 捗
第24回プリマーチス研究会(1980)
11)蛋白分解酵素を用いたサル菊骨格標本作製法




















































波辺一江 ･申村 仲 ･柘絹松治
日本薬学会郡100年回大会 舛ホ(1980)
系統研究部 門
江原昭苦 ･野上裕生
相見 満･甑戸口烈司
当研死部門が目指す荘氏原の系統研死は.輔の
広い視野と研究活動が要求される｡現在の部門ス
タッフだけで.その要求される全領域をカバーす
ることには限界があるが,各スタッフが各々の中
門を中心に.所内･外の研究者と積極的に協力し,
あるいは中核となって,共同研究を推進している｡
このような学問的必然性から,一見専門的に分梅
化してみえる当部門も,霊長類の系統学という座
標軸の中でみるとき.主要な位置に収まっている
ということができる｡
以上のような当研究部門の性格とあいまって.
海外学術調充も多忙をきわめる｡アフリカでは.
江原.野上の他に独協医大の馬場悠夫氏が参加し
て.エチオビヤ地構円における化石班長塀のフィ
ールドを調TfL.その節架をふまえ.1980年皮に
は･.江原･柴凹帖(名大 )･山崎佃誠(弼山大 )
のチームで.ひき続き先払lmrfを行なうことにな
っている｡
一方.宋弼アジアでは,社会部門の川村俊成教
授を中心とするスマトラ自然研究が.インドネシ
ャ国のアンダラス大学と提携して推進されること
になり.野上はその推進のため尽くしている｡江
原 ･相見はアンダラス大学のA.バカール講師とス
マトラ生息の各種霊長類の形態学的研宛を.野上
･相見はスマトラ第四紀化石の研究を計画.1980
年度中に実施の予定である｡また.相見は帝荊大
の渡辺直経教授を中心とするジャワ･サンギラン
の含人類化石屑の調査隊の-Elとして7月から2
カ月間,インドネシアに柑在することになってい
る｡
淑戸口は1979年から8カ月間.而米のコロンビ
アにおける発朗調査隊にメンバーとして参加し.
多数の栢米有蹄頬 ･有漢頬 ･噛歯類の他に,笠長
狭化石スタートニヤの上顎白歯を発見し.将来の
発掘調査継続への引き金ともなっている｡
国内的には.各種霊長類の棲本収集の他に,中
部日本のフ7ウナの骨格資料収集にも意を注ぎ.
かなりの数の噂乳数骨格を入手した｡これらの7
7ウナ資料を基に現在,東海地方各地の先史追跡
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